
た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 48回

（
垂
水
史
談
会
会
員
・
中
谷
潤
心
）

大
津
絵
節

　
「
大
津
絵
節
」
の
大
津
絵
と
は
、
江
戸
時

代
近
江
の
国
（
滋
賀
県
）の
大
津
と
京
都
を

結
ぶ
逢お

う
さ
か
の
せ
き

坂
関
で
、
旅
人
の
手
軽
な
土
産
物

と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
民
画
・
護
符
で
す
。

　

中
で
も
、
藤
娘
・
鬼
の
寒
念
仏
・
雷
公
・

外
法
大
黒
・
鷹
匠
・
座
頭
・
瓢
箪
鯰
・
槍

持
奴
・
弁
慶
・
矢
の
根
男
と
い
う
代
表
的

画
題
は
「
大
津
絵
十
種
」
と
呼
ば
れ
、
こ

の
画
題
に
ち
な
ん
だ
歌
詞
の
音
曲
や
俗
曲
、

お
よ
び
舞
踊
も
う
ま
れ
、
こ
れ
を
大
津
絵

節
や
大
津
絵
踊
り
と
言
い
ま
す
。

　

大
津
絵
節
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
時
代

の
変
化
や
各
所
に
伝
播
す
る
う
ち
に
、
曲

や
歌
詞
に
は
い
く
つ
か
の
派
生
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
有
名
な
の
は
嘉
永
か
ら
明
治
に
か

け
て
流
行
し
た
曲
節
で
、
近
松
門
左
衛
門

作
の
浄
瑠
璃
「
冥
途
の
飛
脚
」（
※
「
梅
川

忠
兵
衛
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
物
語
を
歌

い
込
ん
だ
「
大
阪
を
立
ち
退
い
て
」
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
津
絵
節
は
、
特
に
幕
末
か
ら
全
国
的

に
流
行
し
、
日
本
の
各
地
に
多
く
の
替
え

歌
が
で
き
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
は
「
お
ち

え
節
」
と
も
呼
ば
れ
、
桜
島
の
大
正
噴
火

を
歌
っ
た
「
鹿
児
島
大
津
絵
節
」
な
ど
も

作
ら
れ
ま
し
た
。
柊
原
地
区
で
は
、
明
治

時
代
か
ら
大
津
絵
節
が
歌
わ
れ
て
お
り
、

昭
和
初
期
に
な
っ
て
、
関
西
に
働
き
に
出

て
い
た
若
い
女
性
た
ち
が
帰
郷
す
る
際
に

柊
原
に
持
ち
帰
り
、
再
び
大
津
絵
節
が
広

ま
り
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
踊
り
手

も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
平
成
21
年
に
、

柊
原
在
住
の
森
山
稔
氏
が
発
起
人
と
な
り
、

地
域
の
有
志
と
「
柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
以
降
、
地
区
の
文
化

祭
や
垂
水
市
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
踊

り
を
披
露
し
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
年
間
十
数
回
訪
問
し

た
り
す
る
な
ど
、
市
内
の
伝
統
的
舞
踊
か

ら
す
る
と
新
し
い
芸
能
文
化
団
体
で
あ
り

ま
す
が
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会
が
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
し
て
い
る
大
津
絵
節
は
５
演
目
あ

り
、「
大
阪
を
立
ち
退
い
て
」
で
始
ま
る
『
大

阪
』、
忠
臣
蔵
の
物
語
に
お
い
て
、
赤
穂
浪

士
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
を
支
援
し
た
義
商

天
野
屋
利
兵
衛
が
登
場
す
る
『
泉
洲
堺
』、

同
じ
く
忠
臣
蔵
の
早
野
勘
平
と
千
崎
彌
五

郎
が
出
て
く
る
『
天
罰
』、
歌
舞
伎
「
加
賀

見
山
再
岩
藤
」
の
内
容
を
歌
っ
た
『
加
賀

見
山
』、
陰
陽
師
安
倍
晴
明
の
出
生
説
話
を

も
と
に
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
「
し
の
だ
づ

ま
」
の
話
を
歌
に
し
た
『
く
ず
の
葉
』、
実

話
の
心
中
事
件
を
題
材
と
し
た
歌
舞
伎「
明

鳥
花
の
濡
衣
」
の
あ
ら
す
じ
を
歌
っ
た
『
明

け
が
ら
す
』
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
大
津
絵
節
な

ど
の
踊
り
を
通
し
て
多
く
の
方
に
笑
顔
を

届
け
て
い
き
ま
す
。
催
事
の
折
に
は
、
ぜ

ひ
柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会
を
お
呼
び
た
て

く
だ
さ
い
。

▲ 柊原郷土芸能保存会の皆さん

大
津
絵
節
と

　
　 
柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会

新刊との出愛

技あり !
モーレツ植物ずかん 1

成瀬は
信じた道をいく

マリは
すてきじゃない魔女

監修／長谷部 光泰
出版／鈴木出版

著／宮島 未奈
出版／新潮社

著／柚木 麻子
出版／エトセトラブックス

厳しい自然界を生きぬくために不
思議な仕掛けや思いもよらない仕
組みを編み出してきた植物たち。
不足する栄養を補うために虫を食
べる植物などを紹介する。

知らぬ間に多くの人に影響を与
えながら、我が道を突き進む成
瀬あかり。幼馴染の島崎が故郷
に帰ると、成瀬が書置きを残し
て失踪して・・・！？

11 歳の魔女・マリは「魔法は自分
のために使ってはいけない」とい
うきまりを忘れ、大騒ぎを起こし
てしまう。 大人たちは、「すてき
な魔女」になりなさいというが…。

【５月の図書館の休館日】　７日（火）、13 日（月）、20 日（月）、27 日（月） 垂水市立図書館　☎ 32-7111
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